社団法人　千葉県社会福祉士会
平成23年度 第9回理事会議事録
1、 開催日時　平成24年3月17日（土）10：00～12：00
2、 場所　千葉県社会福祉センター4階会議室
3、 出席者　会長
　神山

副会長
　目黒、櫻井(勉)
　　　　　　事務局長
　岡本

　　　　　　会員理事
　(ぱあとなあ千葉運営委員会）鈴木(勝)、吉田

(総務委員会）鈴木(将)、櫻井(絢)、五十嵐
(総合相談委員会）森池

(研修委員会）周藤、染野

(独立型社会福祉士委員会)　川島

　　　　　　会員外理事
　池亀、川口


　　監事
　君和田


　　相談役
　山﨑


　　次期理事(※)
　浅見、大浦、小野寺、齋藤　(※)傍聴
委任状提出理事
　丸
　　委任状提出会員外理事　石川、石塚、西城
欠席代議員

　須田、小榑、平野、出羽

欠席監事

　林

4、 議題

(1）各委員会報告事項に対する質疑
(2）議事
1．千葉県社会福祉士会代議員選任規定の改正について
2．社会福祉士ささえあい制度配分委員会について
3．本会と(社)日本社会福祉士会の事務委託契約について
4．社団法人千葉県社会福祉士会退職手当規定の改正について
(3）その他

5、 議事録
· 出席者及び資料の確認

· 岡本事務局長から定款33条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。神山会長から開会挨拶、定款32条に基づき、神山会長が議長を務める。
· 議題

（1） 各委員会報告・・・資料参照。追加報告事項や質疑がある場合、発言をお願いする。
1．ぱあとなあ千葉運営委員会より追加報告（委員会報告は当日配布）
· 2012年度成年後見人養成研修は定員25名で募集予定。今回の受講条件の一つである基礎研修修了とは、昨年度までの基礎研修1回受講ということになる。
· ぱあとなあ関係の書類・資料等の保管について、正・副の2枚のCD-ROMを作成して保存する。

· 法人後見について、千葉家裁より報酬付与の審判がおりたので、6(主担当)：3(副担当)：1(事務局)の割合で配分する。
· 市民後見について、厚生労働省から37都市をモデル事業として展開。その一つである松戸市から来年度協力要請がくる予定。
2．事務局より追加連絡事項等
· 倫理委員会について、千葉県弁護士会より佐久間弁護士を推薦いただき、5名の委員が揃う。本日の総会での定款改正及び規則の訂正が承認された後、活動を開始していただく。
· H23年度の各委員会・部会の経費精算は今年度中でお願いをする。

· 各委員会のデータ保存については事務局に日程等を相談していただきたい。
· 資料P15 H23年度被災地・者支援補助金申請状況について報告。
3．社会福祉士ささえあい制度について
· 資料P16 納付額について報告。
· 税法上の控除扱いはできないのかという質問があったが、公益社団法人ではない場合、寄付金控除の対象とはならない。

· 経費及び負担金扱いにできるかということについては、税務署の担当によって見解が異なってくるということもあり、税務署には確認をしていない。

· 会費という扱いにすれば…という意見もあった。(ただしその場合も税務署で確認する必要がある。)
（２）議事
1. 千葉県社会福祉士会代議員選任規定の改正について
· 従来代議員規定は日本会代議員についての規定のみであったが、二種類の代議員となるため、章を分けて第2章を日本会代議員、第3章を本会代議員に関する規定とする。
· 代議員規定を別々に規定するということも考えられたが、連合体移行に伴い日本会の代議員が今後必要なくなる可能性もあるため、その場合に第2章を削除するために1つの規定でまとめている。(本日の日本会総会資料に代議員の選出規則の改正案があるが、日本会は当面このまま代議員制をとっていくものと思われる。)
· 資料P24 附則2 任期を平成24年5月から平成26年5月末日に訂正、その上で審議に入る。
· 資料P22 第3章 本会代議員 第16条 定数について、1項 正会員50人まで1名を2名に訂正し、「(略)正会員50人まで2名、正会員50名を超える毎に1名を加える。」とする。3項については削除。

· 資料 P22 第18条 について、代議員は会員の代表であるから2項・3項についてはおかしいのではないかという意見があり、削除となる。
· 資料 P23 第24条で一回に限り立候補の再受付を行うとあるが、それでも立候補者が集まらなかった場合はどのようにするかを考えておく必要があるのではという意見が出た。
· 資料P23 第27条 欠員の措置については、立候補受付を行って定数に至らなかった場合と選任された代議員が辞任した場合の両方の場合の措置となる。本日行われる総会でお願いをするとともに会員さんに呼びかけを行っていくということで第27条を削除するという提案が事務局からある。しかし、総会定数を満たさないといけないので、欠員補充に関する規定は設けなければならないだろうという指摘がある。そこで、欠員が生じた場合は世話人が候補者を推薦し、定数を維持するのはどうかという具体的な意見も出た。しかし、地域集会はネットワーク作りを本来の趣旨としているため、世話人が代議員を推薦するためには、現実問題として世話人の位置づけや整備が必要となる。→「の地区集会」を削除し、「(略)該当地区において本会正会員から選任し、本会会長に報告する。」とする。
· 資料P24 第4章 改廃について、第29条として、「この規則に定めるもののほか、細目に関する事項は、理事会において別に定める。」を追加する。
· 立候補届の様式について、どちらも“社団法人千葉県社会福祉士会代議員立候補届”となっているため分かりづらい。→「代議員立候補届」とする。
· 総会において定款の変更案が承認されることを条件に、上記の修正を加えた社団法人千葉県社会福祉士会代議員選任規定を改正することについて承認を求める。→承認。
2．社会福祉士ささえあい制度配分委員会の委員について・・・議案取り下げ
· 資料P17 表の推薦委員会に独立型社会福祉士委員会を追加、企画委員会を総務委員会に訂正する。
· 独立型社会福祉士委員会からは、吉田理事を推薦する。
· ぱあとなあ千葉運営委員会・独立型社会福祉士委員会以外は推薦者がまだ決まっていないため、この議案は取り下げ。まだ推薦者が決まっていない委員会は3月中に人選し、事務局に連絡するようお願いする。
3．本会と(社)日本社会福祉士会の事務委託契約について
· 平成24年度からの連合体移行に際し円滑に事務を執行するため、(社)日本社会福祉士会との間に事務委託契約を締結することについて、資料P31～38にて内容を示し、承認を求める。→承認

4．社団法人千葉県社会福祉士会退職手当規定の改正について

· 資料 次第及びP18 議案名「社団法人千葉県社会福祉士会退職手当規定の廃止について」を「社団法人千葉県社会福祉士会退職手当規定の改正について」に訂正。
· 以前は平成21年に制定された規定に基づいて、勤務年数に応じた掛率を決め、給与額に合わせて支給額を決定していたが、当時の理事会で一般的な退職金制度に加入することを求められていたことや監事等から将来的に財政に影響を及ぼす可能性があるとの指摘があったことなどから、今回いくつかの中で検討し、中小企業退職金共済に加入するということで退職手当規定の改正案を作成するに至った。
· 資料P39～最終ページにて規定改正及び中小企業退職金共済について説明。さかのぼり加入は可能。掛金月額は5,000円を予定している。

· 試用期間については加入できないのか、などの質問も出たが、試用期間に退職金制度を適用させるのはおかしいという意見もあった。なお、さかのぼり加入が可能なのは加入当初のみで、本採用になった時点で試用期間に関してさかのぼり加入をすることはできない。
· 制度として安定している中小企業退職金共済に加入することで退職手当制度を運用するため、事務局の提案通りで社団法人千葉県社会福祉士会退職手当規定を改正することについて承認を求める。→承認。

（4）その他

· 災害対策委員会より
被災地支援活動協力会員募集のチラシを次号の点と線に同封する予定。(資料に添付した登録用紙は一部修正してから印刷をする)
· 山﨑相談役より
千葉県ホームレス自立支援計画について(報告)
県全体・保健所管内を目安に評議会を設けるにあたって、社会福祉士の協力が計画の中に位置づけられる。また、ボランティアや研修などで社会福祉士会に協力を求めることがあると思われるので、今後、会としてもホームレス自立支援計画に積極的に関わっていただきたい。
